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令和５年度 学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に基

づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  山県高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

 

２ 開催日時  令和５年５月１１日（木） ９：３０～１１：３０ 

 

３ 開催場所  山県高等学校 ゼミナール室（会議室） 

 

４ 参加者   会   長  大野 良輔   山県市教育委員・元岐阜農林高等学校長 

        副 会 長  藤木 節子   岐阜女子大学教授・元山県高等学校長 

委   員   山田 芳久   岐阜山県保護区保護士 

山田 篤子   山県市主任児童委員 

小椋 敏実     中洞地区自治会長 

  鈴木 美樹   ＰＴＡ会長 

                                                                    

              学  校  側    村上 宏俊       校長 

                           曽貝 隆之       教頭 

                             川島  明       事務長 

               佐賀あゆみ     教務主任 

               中谷 長史     生徒指導主事 

               小川 信和     進路指導主事  

 

５ 会議の概要（協議事項） 

 

（１）学校運営協議会について・会長、副会長の選出 

   全委員の承認を受けた。 

 

 （２）協議の進行について 

・学校経営方針について 

・学校紹介・授業参観 

・学校運営方針の説明（指導の重点について ）・委員による承認 

・意見交換 



（３）地域との連携について 

 意見１：地域学習支援ボランティアへの参加は大変有意義で素晴らしい活動である。参加する生徒に

ついてもより多くの生徒が参加できるような働きかけができるとよい。このような地域と連

携した活動は、本校の生徒にとっても、自己有用感を得ることができ大切である。 

 

（４）授業・学習について 

  意見１：学校設定科目、コミュニケーショントレーニングはどのような効果があったのか。 

⇒授業展開も工夫しており、人と対面したときに自分自身を客観的にとらえることができる

ようになってきている。今後は面接練習等、具体的な展開も考えている。 

意見２：チームティーチング等の授業形態を生かし、生徒に寄り添いきめ細かな指導によって、一

人一人の個性を伸ばす指導がされており、本校生徒の成長を感じることができた。 

 

（５）特別活動について 

意見 1：中学生までは参加することがなかった生徒会活動にも仲間と積極的に参加する姿があり成長

が感じられる。 

 

（６）進路について 

 意見１：将来の自分自身をイメージできるような、具体的な進路目標を持たせることができる環境を

整えてほしい。 

  

（７）会議のまとめ 
  第 1回学校運営協議会では、授業参観と今年度の本校の学校運営基本方針について説明を行い、意
見交換を行った。全委員より学校運営方針の承認が得られた。 

  一人一人の個性を伸ばす指導の大切さを感じるとともに、地域に根差した活動を推進し、生徒が活
躍できる環境を整えることの必要性を強く感じた。 

 

 


